
 
 
 

 
 

  

「国内奨学応募生のお話を聞く会」を本年度は

鷲見八重子会員の仲立ちと、技術面で支えてく

ださった嶋田君枝会員のお陰で、Zoom で２回開

催できました。ここに渡部由紀子支部長・中村

礼子会員から各回の報告をしていただきます。 

 

10 月 16 日、今年度初めての国内奨学応募生のお

話を聞く会をオンラインで開催しました。緊急

事態宣言が延長になったため、ハイブリッド開

催から急遽オンライン開催に変更しました。関

東学院大学文学研究科比較日本文化専攻博士課

程後期在籍の高柳知代美さんを講師にお招きし

て「比較してみる江戸の戯作―種彦と馬琴と

『耳食録』―」のタイトルの下、豊富なスライ

ドを駆使してとてもわかりやすく江戸文学のお

話をしていただきました。合巻という一般庶民

も広く親しんだ絵入りの読本の文献から、印字

がうすくて判読しづらい平仮名の文章を読み取

り、漢字仮名交じり文に翻訳し、違う作者が同

じ中国文学作品のエピソードをどのように翻案

しているかまで研究するというお話を伺い、江

戸文学の奥深さに驚きました。江戸の庶民がそ

の翻案の仕方まで楽しんでいたこともわかり、

当時の庶民の教養がとても高かったことも初め

て知りました。神奈川以外の支部会員にも多数

ご参加頂き、計 13名で丁度１画面に全員入った

ので、まるでゼミのような雰囲気となり、参加

者の江戸文化への興味を盛り立てる機会となり

ました。高柳さんのご研究の進展を期待してい

ます。（渡部由紀子） 

 

12月 8日、今年 2回目となる国内奨学応募生の

お話を聞く会は、東海大学大学院生物科学研究科

在学中の勝田奈那さんを講師にお招きして Zoom

で開催いたしました。平日昼間の開催でしたが、

神奈川以外の支部会員もご参加頂き、計 11 名の

会となりました。勝田さんには学会発表でご多忙

の中、時間を割いて頂いたにもかかわらず、私ど

もが理解しやすいよう、工夫満載のイラスト入り

パワーポイントを準備され、おかげで楽しく学ぶ

ことが出来ました。 

 講演で、糖尿病は予備軍を含め成人の 4 人に 1

人が罹患していること、その原因と発症のしくみ、

合併症まで進むと完治は困難ですが、早期に診断

され予防すれば大事には至らないこと、そして勝

田さんの研究は、この早期診断の手がかりとなる

化学物質を対象としていることが紹介されまし

た。それらの物質は加齢と共に体内に徐々に蓄積

され、糖尿病を引き起こす一因ともなっているそ

うです。その蓄積レベルの簡単な測定方法を開発

したり、その物質の蓄積を抑える効果をもつ食品

を探すなど、私たちの未来を明るくするような研

究が進行中だそうです。「新しい発見の連続が楽

しい」とうれしそうに語って下さった勝田さん、

今後のご活躍が本当に楽しみです。（中村礼子） 
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会員消息：この 2、3 年新たにお迎えした会員に

は、コロナ禍に妨げられ、これまで定例会の席で

お目にかかることが出来ませんでした。そこで今

回、紙面での自己紹介をお願いしたところ、年末

のご多用中にも関わらず、快くご寄稿を頂きまし

た。神奈川支部一同、心から喜び、皆さまを歓迎

いたします。どうぞよろしくお願いします。 

 

小合忍（おごうしのぶ）さん 

小合忍と申します。大学女性協会へは佐々木澄

子様と柏木京子様のお薦めで入会致しました。

大学女性協会に期待する事は、自分と同じくら

い他人を思いやれる、真の知性を備えた女性に

相応しい活動をして頂きたいという事です。 

 

小渡尚江（こわたりなおえ）さん 

鷲見さんと大学同期の誼で入会させていただき

ました。昭和 39 年の東京オリンピックの頃卒業

し、40 年弱外資 IT 企業に籍をおき、定年退職後

は 15年ほど大学研究室を手伝いました。 

その間子供たちは独立、数年前には夫を先に送り、

気付けば 80 才の大台で「女ひとり余生の過ごし

方」を思案中です。 

 

星野歩子（ほしのあゆこ）さん 

東京⼯業⼤学⽣命理⼯学院の星野歩⼦と申しま
す。細胞から産⽣される微⼩胞であるエクソソー
ムの正常および疾患での役割を明らかにしてい
くことを⽬指しております。  

昨年は守⽥科学研究奨励賞をいただき、コロナ禍
での不安な時期に、⼤変⼤きな励ましとなりまし
た。今後、JAUW での活動を通じ、国内の⼥性研
究者の育成に微⼒ながらも貢献していきたいと
思っております。 
  

会員消息その２：

11 月 22日、書記

穐田とは同じ菊

名にお住まいで

も、しばらくお目

にかかっていな

かった田中正子

さんを丘の上のご自宅にお尋ねしました。歩くた

めには補助具をお使いですが、毎日、訪問リハビ

リを受け、定期的なデイサービスにも通っておら

れるとのこと。変わりないご様子に安心しました。 

 

＊＊＊＊会計からのお知らせ＊＊＊＊ 
 今年度の会費（8,000円）の納入がまだの方は、

下記いずれかの方法で振込をお願いいたします。 

  

１）ゆうちょ銀行口座へお振込の場合 
① ゆうちょの口座をお持ちの方は、口座間の 
 振替が無料です。その際は次の振り込み先へ 
 
 記号：１０９６０ 番号：１３９４０８５１ 
 
 口座名：（一社）大学女性協会 神奈川支部 
 
② 他銀行から振り込みの場合は、下記の口座 
 番号をお使いください（銀行により要手数料） 
 
 店名：〇九八、 店番：０９８、 普通預金 
 
 口座番号：１３９４０８５ 
 
 加入者名：一般社団法人 大学女性協会 
       神奈川支部 

 
２）横浜銀行口座へお振込の場合 
 
 店名：横浜駅前支店、 店番：３８３ 
 
 普通預金、 口座番号：１３０２９６３ 
 
 加入者名：大学女性協会神奈川支部  

   代表者 丸山若重 
（代表者変更までは現状維持） 

 

＊来年度の神奈川支部総会 ご予定ください＊ 

日時：2022年 4月 30 日（土）13時〜16 時 

会場：かながわ県民センター 708 ミーティング

ルーム（横浜駅西口・きた西口より徒歩 5分）

 

 


